




○種類株式の配当の状況 

 普通株式と権利関係の異なる種類株式に係る１株当たり配当金の内訳は以下のとおりであります。 

（Ａ種優先株式） 

  

（Ｃ種優先株式） 

  

（Ｄ種優先株式） 

  

（Ｅ種優先株式） 

  １株当たり配当金 

  第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計 

  円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 

26年７月期 ― ― ― 900.00 900.00 

27年７月期 ― ―   

27年７月期 
（予想） 

  ― 1,500.00 1,500.00 
 

  １株当たり配当金 

  第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計 

  円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 

26年７月期 ― ― ― 11.10 11.10 

27年７月期 ― ―   

27年７月期 
（予想） 

  ― 18.50 18.50 
 

  １株当たり配当金 

  第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計 

  円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 

26年７月期 ― ― ― 11.10 11.10 

27年７月期 ― ―   

27年７月期 
（予想） 

  ― 18.50 18.50 
 

  １株当たり配当金 

  第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計 

  円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 

26年７月期 ― ― ― 1.90 1.90 

27年７月期 ― ―   

27年７月期 
（予想） 

  ― 1.90 1.90 
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１．当四半期決算に関する定性的情報 

（１）経営成績に関する説明 

当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、平成26年４月の消費税増税に伴う駆け込み需要の反動による

落ち込みからの回復にもたつきがみられますが、政府や日本銀行による財政・金融政策により緩やかな回復基調が

続いております。 

当社が属する不動産業界におきましては、公益財団法人東日本不動産流通機構の調査による首都圏の中古マンシ

ョンの成約件数をみますと、平成26年４月の消費税増税の影響により、平成26年４月以降平成27年１月まで前年割

れが継続しております。 

一方、全国主要都市のオフィスビル市況の情報を提供している三鬼商事株式会社の調査による東京都心５区（東

京都千代田区、中央区、港区、新宿区、渋谷区）のオフィス空室率は、平成24年６月の9.43％をピークに、平成27

年１月には5.36％まで低下しております。また、オフィス平均賃料は平成23年12月の16,207円／坪をボトムに回復

傾向にあり、平成27年１月は17,109円／坪へ上昇しております。 

こうした環境のなか、当社は東京都や近畿圏において、新規に収益ビルや収益マンション等の販売用不動産を仕

入れました。販売活動においては、収益ビルや土地等を売却しました。また、子会社の株式会社奨建築においては

リフォーム工事を積極的に手掛け、S&Standard株式会社においては賃貸管理物件の増加に伴う収入手数料の増加に

努めました。この結果、売上高は33億19百万円、営業利益は２億80百万円、経常利益は１億82百万円、四半期純利

益は１億67百万円を計上することができました。なお、当社の業績は年度の下期（毎年２月以降）に偏重する傾向

にあります。これは、我が国の不動産企業のみならず多くの企業の決算期が３月末となっており、不動産物件の取

得や売却が３月前後に集中する傾向にあるためです。このため、当第２四半期の業績については想定内と判断して

おります。 

当第２四半期連結累計期間における各事業の種類別セグメントの概況は次のとおりであります。 

（不動産再活事業） 

当第２四半期連結累計期間において、東京都や近畿圏において新規に収益ビルや収益マンション等の販売用不動

産を仕入れ、販売活動を活発化させました。日本銀行による質的量的金融緩和政策など不動産業界を取り巻く好環

境を受け、収益用不動産に対するニーズは高く、販売は順調に推移しました。こうしたことから、不動産再活事業

の売上高は28億95百万円、営業利益は３億５百万円となりました。 

（不動産賃貸収益等事業） 

不動産賃貸収益等事業は、当社が保有する不動産物件に係る受取賃料収入や収入手数料等、また、子会社の株式

会社奨建築やS&Standard株式会社の収益で構成されております。当第２四半期連結累計期間においては、当社保有

物件が増加したことにより受取賃料が増加したこと、子会社の株式会社奨建築においてリフォーム工事が計上され

たことなどから不動産賃貸収益等事業の売上高は４億23百万円、営業利益は２億37百万円となりました。 

  

（２）財政状態に関する説明 

① 財政状態に関する説明 

（流動資産） 

当第２四半期連結累計期間末における流動資産は、110億33百万円となりました。主な内訳としては、現金及び預

金が45億95百万円、販売用不動産が57億24百万円などであります。 

（固定資産） 

当第２四半期連結累計期間末における固定資産は、70百万円となりました。主な内訳としては、敷金が26百万

円、差入保証金が８百万円であります。 

（流動負債） 

当第２四半期連結累計期間末における流動負債は、24億９百万円となりました。主な内訳としては、短期借入金

が20億65百万円であります。 

（固定負債） 

当第２四半期連結累計期間末における固定負債は、56億87百万円となりました。主な内訳としては、転換社債型

新株予約権付社債が40億円、長期借入金16億80百万円であります。 

（純資産） 

当第２四半期連結累計期間末における純資産は、30億６百万円となりました。主な内訳としては、資本金が５億
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50百万円、資本準備金が10億50百万円、利益剰余金が13億14百万円であります。以上の結果、自己資本比率は

26.2％となりました。 

  

② キャッシュ・フローの状況 

当第２四半期連結累計期間末における現金及び現金同等物（以下、「資金」という。）の残高は44億94百万円と

なりました。 

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

当第２四半期連結累計期間における営業活動によるキャッシュ・フローは50億22百万円の減少となりました。こ

れは、主に販売用不動産を仕入れたため、たな卸資産の増加に伴う資金の減少45億74百万円や前渡金の支払による

減少３億40百万円などによるものであります。 

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

当第２四半期連結累計期間における投資活動によるキャッシュ・フローは41百万円の減少となりました。これ

は、主に差入保証金の差入による減少26百万円によるものであります。 

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

当第２四半期連結累計期間における財務活動によるキャッシュ・フローは69億49百万円の増加となりました。こ

れは、主に転換社債型新株予約権の発行による資金の増加39億97百万円、短期借入金の増加による資金の増加17億

12百万円、長期借入金の借入による資金の増加12億円などによるものであります。 

  

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 

平成26年９月11日に発表した平成27年７月期通期連結業績予想に変更はありません。 
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２．サマリー情報(注記事項)に関する事項 

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 

該当事項はありません。 

  

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

該当事項はありません。 

  

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

該当事項はありません。 
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４．四半期連結財務諸表 

（１）四半期連結貸借対照表 

  

 

                      (単位：千円) 

                    
前連結会計年度 

(平成26年７月31日) 
当第２四半期連結会計期間 

(平成27年１月31日) 

資産の部     

  流動資産     

    現金及び預金 2,709,344 4,595,088 

    受取手形及び売掛金 18,818 10,350 

    販売用不動産 1,168,543 5,724,580 

    仕掛品 72,000 90,500 

    前渡金 60,000 400,000 

    その他 16,638 212,969 

    流動資産合計 4,045,345 11,033,488 

  固定資産     

    有形固定資産 6,980 12,312 

    無形固定資産 429 368 

    投資その他の資産 12,105 58,100 

    固定資産合計 19,515 70,782 

  資産合計 4,064,861 11,104,270 

負債の部     

  流動負債     

    支払手形及び買掛金 31,389 9,761 

    短期借入金 353,742 2,065,866 

    1年内返済予定の長期借入金 23,946 57,669 

    未払金 38,078 76,781 

    未払費用 3,598 15,619 

    未払法人税等 146,875 15,733 

    その他 150,588 168,311 

    流動負債合計 748,219 2,409,742 

  固定負債     

    新株予約権付社債 - 4,000,000 

    長期借入金 525,852 1,680,465 

    退職給付に係る負債 3,043 5,766 

    その他 32 1,598 

    固定負債合計 528,927 5,687,829 

  負債合計 1,277,147 8,097,572 

純資産の部     

  株主資本     

    資本金 550,018 550,018 

    資本剰余金 1,050,018 1,050,018 

    利益剰余金 1,188,284 1,314,538 

    自己株式 △1,199 △1,520 

    株主資本合計 2,787,121 2,913,054 

  新株予約権 592 93,642 

  純資産合計 2,787,714 3,006,697 

負債純資産合計 4,064,861 11,104,270 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書 

四半期連結損益計算書 

第２四半期連結累計期間 

  

 

                    (単位：千円) 

                    当第２四半期連結累計期間 
(自 平成26年８月１日 
 至 平成27年１月31日) 

売上高 3,319,517 

売上原価 2,713,890 

売上総利益 605,626 

販売費及び一般管理費 324,895 

営業利益 280,731 

営業外収益   

  受取利息 142 

  受取手数料 335 

  受贈益 2,058 

  その他 279 

  営業外収益合計 2,816 

営業外費用   

  支払利息 37,342 

  支払手数料 32,086 

  消費税相殺差損 28,780 

  社債発行費 2,592 

  その他 600 

  営業外費用合計 101,402 

経常利益 182,145 

特別利益   

  固定資産売却益 180 

  特別利益合計 180 

特別損失   

  固定資産売却損 172 

  特別損失合計 172 

税金等調整前四半期純利益 182,153 

法人税、住民税及び事業税 14,480 

法人税等合計 14,480 

少数株主損益調整前四半期純利益 167,673 

四半期純利益 167,673 
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四半期連結包括利益計算書 

第２四半期連結累計期間 

  

 

                    (単位：千円) 

                    当第２四半期連結累計期間 
(自 平成26年８月１日 
 至 平成27年１月31日) 

少数株主損益調整前四半期純利益 167,673 

四半期包括利益 167,673 

（内訳）   

  親会社株主に係る四半期包括利益 167,673 
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

  

 

                    (単位：千円) 

                    当第２四半期連結累計期間 
(自 平成26年８月１日 
 至 平成27年１月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

  税金等調整前四半期純利益 182,153 

  減価償却費 977 

  退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 2,723 

  受取利息及び受取配当金 △142 

  支払利息 37,342 

  社債発行費償却 2,592 

  売上債権の増減額（△は増加） 8,467 

  たな卸資産の増減額（△は増加） △4,574,536 

  前渡金の増減額（△は増加） △340,000 

  その他の流動資産の増減額（△は増加） △195,649 

  仕入債務の増減額（△は減少） △21,627 

  未払消費税等の増減額（△は減少） △11,601 

  前受金の増減額（△は減少） △74,892 

  その他の流動負債の増減額（△は減少） 151,872 

  その他 △9,853 

  小計 △4,842,174 

  利息及び配当金の受取額 142 

  利息の支払額 △34,991 

  法人税等の支払額 △145,622 

  営業活動によるキャッシュ・フロー △5,022,644 

投資活動によるキャッシュ・フロー   

  定期預金の預入による支出 △780 

  出資金の払込による支出 △10,100 

  出資金の回収による収入 100 

  有形固定資産の売却による収入 5,458 

  有形固定資産の取得による支出 △10,222 

  差入保証金の回収による収入 20 

  差入保証金の差入による支出 △26,081 

  貸付金の回収による収入 34 

  投資活動によるキャッシュ・フロー △41,570 

財務活動によるキャッシュ・フロー   

  短期借入金の純増減額（△は減少） 1,712,123 

  長期借入れによる収入 1,200,000 

  長期借入金の返済による支出 △11,663 

  配当金の支払額 △41,419 

  新株予約権付社債の発行による収入 3,997,407 

  新株予約権の発行による収入 93,049 

  自己株式の取得による支出 △320 

  財務活動によるキャッシュ・フロー 6,949,178 

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 1,884,963 

現金及び現金同等物の期首残高 2,609,054 

現金及び現金同等物の四半期末残高 4,494,017 
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（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項 

（継続企業の前提に関する注記） 

 該当事項はありません。 

  

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記） 

 該当事項はありません。 

  

（セグメント情報等） 

当第２四半期連結累計期間（自 平成26年８月１日 至 平成27年１月31日） 

１ 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

（単位：千円）

(注）１ セグメント利益の調整額△262,168千円は、セグメント間取引消去△2,609千円および各報告セグメントに配

分していない全社費用△259,558千円であります。全社費用は、報告セグメントに帰属しない一般管理費で

あります。 

２ セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整しております。 

  

（重要な後発事象） 

１．当社は、平成27年１月27日付の取締役会で借入について決議し、平成27年２月２日付で借入を行いました。 

  

２．ＦＩＰ投資顧問株式会社の株式の取得 

当社は、平成27年３月12日開催の取締役会において、ＦＩＰ投資顧問株式会社の全株式を取得し、子会社化する

ことについて決議いたしました。  

 

  報告セグメント 
調整額 
（注）１ 

四半期連結損益計
算書計上額（注）

２   不動産再活事業 
不動産賃貸収益等

事業 
計 

売上高           

外部顧客への
売上高 

2,895,858 423,658 3,319,517 ― 3,319,517 

セグメント間
の内部売上高
又は振替高 

― 2,609 2,609 △2,609 ― 

計 2,895,858 426,268 3,322,127 △2,609 3,319,517 

セグメント利益 305,586 237,313 542,899 △262,168 280,731 
 

（1） 借入日 平成27年２月２日 

（2） 金額 36億円 

（3） 金利 年5.8％ 

（4） 返済期限 平成28年１月29日 

（5） 貸付人 新生インベストメント＆ファイナンス株式会社 

    （住所：東京都千代田区大手町一丁目９番７号） 

（6） 担保状況 当社が仕入れる販売用不動産に担保設定 

（7） 資金使途 東京都港区所在の建物付き土地の取得資金 

（8） 当社との関係 資本関係、人的関係、取引関係はありません。 
 

（1） 名称 ＦＩＰ投資顧問株式会社 

（2） 所在地 東京都あきる野市五日市853番地の３ 

（3） 代表者の役職・氏名 代表取締役 三上哲治 

（4） 事業内容 投資運用業、投資助言・代理業 

（5） 資本金 20,000千円 

（6） 設立年月日 平成21年９月２日 
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（7） 大株主及び持ち株比率 三上哲治 100.0％ 

（8） 株式譲渡実行日 平成27年４月１日 
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